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理学部植物園一-1990年

清水 勇

元京都 大学生態学研 究セ ンター教員

その異変が理学部植物園に起 きたの

は 1990年 (平 成 2年 )の 9月 も半ばを

過 ぎた頃であつた。その 日は、近畿地

方 に台風 が接近 していた ものの直接 の

影響 はまだ少 な く、昼間は曇天 の蒸 し

暑い 日であつた。夜半 になって、や に

わ に北 白川 一 帯 は強 い 雷 雨 にみ まわ

れ、市 内の何 ヶ所かに落雷があつた。

そ して雨 も止んだ翌朝 、植物園に来て

み る と、唖然 とす る光景がそ こには広

がっていた。北縁付近 の大木が何本 も

根 こそぎ倒れ ていたのである (写 真 1～

2)。 巨人 が い たず らを して 、そ こ ら

の樹 を根 つこか ら次々引つこ抜 いた よ

うに、いずれ も北 向きに うち倒れてい

た。

倒れ た樹種 、本数や位置 な どについ

ての正確 な記録 はいま、手元 にないが、

写真 と植 栽 配 置 図 な どか ら推 定す る

に、何本 かは樹高30m以 上のユ リノキ

やエ ンジュであったよ うだ。おそ らく、

前夜の雷雨の際に強烈なダ ウンバース

ト (下 降噴流 )が 生 じ、 これ らの樹 を

なぎ倒 した もの と思われた。竜巻 とと

もに局地的 ダ ウンバース トは家屋 、列
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車、飛行機 を吹 き飛 ば して、 しば しば

大 きな被害 を もた らす ことが知 られ て

いる。北部構 内では落雷 によつて松の

幹が折れ るな どの事 はあったが、 この

よ うな大規模 な倒木 は、後 に も先 に も

記憶がない。

この時の倒木事件 については天変地

異 による不可抗力 と して処理 され 、学

内で特 に問題 にはな らなかったが、植

物 園関係 の ある先輩 か ら、「大木 とな

る樹 は剪定な どの適切 な管理 を しなけ

れ ばいつか倒れ るものであるJと いつ

た苦言があつた。 当時は、植物 園の実

質的 な管理 は理学部附属植物生態研究

施設 が担 つていた。 乏 しい植 物園の維

持予算 と人手が、それ を許 さなかった

事情や 、何事 に付 けて も自由放任主義

であつたせ い もあるが、ま さか こんな

強烈 な突風 に襲われ る とは、誰 も予想

していなかったのである。

これ が起 こった 1990年 頃の理学部植

物 園では、ツマ キチ ョウが春先 に気ぜ

わ しく飛び回 り、東ベ リの溝 では九輪

草が可憐 な赤い花 を咲かせ 、 ウマ ノス

ズクサの群落 にふわふわ とジャコウア

ゲハ が卵 を生み、ニホン ミツバチがぶ

んぶ ん樹 の洞か ら飛 び出 し、アカハ ラ

イモ リが 口を明けてモ リアオガエル の

オ タマ を待 ちかまえ、アカスジキンカ

メムシの幼 虫が集 団で幾何学模様 を描

き (写 真 3)、 池 の端 で は 目つ きの悪



いアオサギが疎水か らまぎンし込んだ小

魚 を狙 つていた。 なんだか、その頃の

園内には、今 よ りおお らかで豊かな生

き物 のにぎわいがあった よ うな気がす

る。

そ して、別 の 「突風」が吹 き抜 けた

ために、 この年 の翌年 4月 、植物生態

研 究 施 設 は 改 廃 され た 。 そ の 歴 史
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(1964-1991)は 、「京都 大学 百年 史 :

部局史編 IJ(百年史編集委員会発行 )

の 「附属植物園Jの 項 日の中で、わず

かに記 され るのみである。 ―方、倒れ

たユ リノキの巨大な根株の ―つは、今

で も植物 園の同 じ場所 に、黒 々 とした

モニ ュメン トの よ うに して横 たわって

いる (写 真 4)。

写真 (1)な ぎ倒 されたユ リノキ 写真 (2)な ぎ任Jさ れ たユ リノキ

写真 (3)ア カ ス ジキ ンカ メム シの幼 虫 写真 (4)ユ リノキの現在 (2008515)



ゆ く の ま 2重 燿彙′  ′θθθ.∂

北部構 内の森

松生 歩

京都造形芸術大学 日本画 コース教授

京大植物園の存在 を知 つたのは 2006

年の夏で した。

京 都 造 形 芸 術 大 学 の鎌 田東 二 教授

(現 。京都 大学 こころの未来研究セ ン

ター教授 )を代表 とす る 「モ ノ学・感

覚価値研究会」の夏合宿で ご一緒 した、

「オイケ ノカ ッパ」 さん こと京都大学

博 士課程の大石高典 さんに植物 園の事

をお聞 き して以来、行 つてみたい とい

う気持 ちに拍 車がかか り、9月 には早

速、観 察会 に参加 していま した。

大量の蚊 に刺 され なが ら初 めて歩い

た植物 園。初 めてなのに どこか懐 か し

く、前 に来た ことがあるよ うな、ある

いは何 時か来 ることになっていた場所

のよ うな、不思議 な感覚 に見舞 われ ま

した。

樹木 か ら雑草まで、決 して過保護 に

されず 、 さ りとて放埓 で もな く、「お

そ らくこの植物 は本来 この様 に生 きた

かったのだろ う」 と思われ るよ うな、

美 しいハーモニー に満 ちた、夢 の森が

そ こにあ りま した。

「ああ、描 きたかつた森だ。 ここに

は物 を語 る植物 たちが居 る」 と、嬉 し

さが込み上げて来 ま した。

京大植物園 を訪れたかつた理 由は、

その森 の様子 を伺 つた ことと、 も う一

つ、植 物園 と画家 。三橋節子 との関わ

りを教 えて頂いた ことに もよ ります。

1974年 に 35歳 で夭折 した 日本画家

三橋節子 は、京都北 白川 に暮 らし、父

親 が京大の教授 だつた事 もあ り、幼い

時か らこの植物園を遊び場 に していた

そ うで、植物 園の池 の近 くに取材 した

作品 も描 いています。

1977年 、高校 生 だ った私 は 、絵 を

学びたい気持 ちを両親 には言 えず、進

路 を迷 っていま したが、 ちょ うどその

年 に出版 され た、哲学者 。梅原猛著『 湖

の伝説― 画家三橋節子の愛 と死』 を読

んで、「絵 とい うもの は片手 間でで き

るもので も趣 味にす る程度 の もので も

な く、命 まで託せ る ものなのだ」 と思

い至 り、著者 が当時学長 を務 め られて

いた京都 市立芸術大学への進学 を 目指

す 事 に な った とい う経 緯 が あ りま し

た。 その本 を読んだ時の感動や梅原先

生の講義での数 々の言葉、また三橋節

子の作品は、私 の中に深 く亥1ま れてい

ま したが、彼女の結婚以前の縁 の地に

関す る事 な どはす っか り記憶 か ら消 え

ていたので した。

です か ら、今現在私が京都 に居 るの

み な らず、節子 の暮 らした北 白川 にあ

る大学で教員 を してい ること、今 また

その縁の京大植物 園 とご縁が生 じた こ

とに、見 えない糸の よ うな ものを感 じ

たのです。

その後、植物 園園丁の中島 さんを初

め、関係者 の皆 さんの助 けを頂いて、

植物 園を一人歩 き、写生す る時間を得

ることが出来 ま した。皆 さんが とて も

暖か く受 け入れて下 さつた こと、そ し
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て こよな く植物園を愛 してお られ る姿

を見 るに付 け、植物 園は 「生 きてい る

夢の森 Jと い うだけではな く、人々の

思いを繋 ぐ存在 であ り、誰 かが帰つて

くるの をいつ も待 っていて くれてい る

よ うな、幸福 の象徴 の よ うな印象が私

の中に根付いて行 きま した。

大通 りか ら農学部 の門を抜 け、植物

園に数歩足 を踏み入れ る と、 も う既 に

空気 が違います。

ここには喧騒 に満 ちた外界 とは隔絶

された別種 の時間が流れ、樹木 も草 も

花 も、鳥たちも虫たちも、土 も水 も風

も光 も、外界では隠 していた本 当の姿

を開示 して くれ ます。

その中に作 んで光 を感 じ、風 を感 じ

てい る と、「これ が本 当に生 きてい る

とい う事 なんだなJと い う実感 と、限

り無 い幸福感 が湧 いて きます。「自分

も木 や 草や 鳥 た ち と同 じ生 き物 な ん

だ。水や空気 の分子 と同 じ価値 の存在

なんだJと い う実感 も湧いて きます。

植物 園内をめ ぐる うちに、 ど うして

もそ こに足 を とどめた くなる場所 を見

つ けま した。そ こは節子が愛 したであ

ろ う池 の畔 の、む くろ じの木 の下で し

た。

む くろ じは「無患子 Jと 書 くらしく、

イ ン ドではその黒い実 をつ ないで数珠

に した り、実の外皮 が石鹸 として使 わ

れた りしたのだそ うです (園 丁の中島

さんが教 えて くだ さいま した )。 足元

に落 ちていた 白い半透 明の風船 の よ う

な外皮 ごと家 に持 ち帰 り、水 に漬 けて

こす りあわせ てみた ら、本 当に泡が一

杯 出てきま した。 日本では、その漆黒

の硬 い実が、羽根突 きの玉に使 われて

います。『 無患子』 とい う名 も、羽根

突 き も、子供 の健や かな成長 を祈 る気

持 ちに繋 がつてい るよ うです。

植物園のその無患子 は とて も背が高

く、藤 の本が絡みついて、同化 して一

体 になってい るかの よ うで した。木 を

見上 げてい る と、懐 か しい よ うな、心

の奥で響 きあ うよ うな、切 ない よ うな、

嬉 しい よ うな、悲 しい よ うな……何 と

もい えない気持 ちになつて、 どうして

もその本 が描 きた くな りま した。

そ こで 日を改めて、ベニヤ板 よ り大

きな紙 を三枚持 って植物園に通い、そ

の大 きな木 を、等身大 くらいに写生す

る事 に しま した。 あま りに藤 の枝 が複

雑 に細か く絡みついてい るので写生 も

困難 を極 めま したが、 この期 間は本 当

に幸福 な 日々で した。 巨大な紙 を布 団

か敷物の よ うに 自分 の膝か らはるか前

方 まで広 げるだけ広 げて写生 を してい

る と、風 とともに大 きな紙が翻 り、バ

ラバ ラバ ラ と大 きな音 を立ててあた り

一面 に藤 の苦が降 り落 ちて きます。 自

分 の頭 に も絵 の上 にも周 りの草地 に も

容赦 な く雹の よ うに苦が叩きつ け、辺

りは一面藤色、いい香が します。

自分 も草地の一部 になった気分で 自

然 に笑いが込み上げて きます。そ うし

て どん どん描 き進 める中で、 自分の心

の中にた くさんの言葉 が溢れ てきたの

で、写生の傍 ら、書 き留 めま した。

それが、以下の よ うな詩 です。
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藤 と無患子 (今 日は満月 夜半には晴れ る )

不二 と無垢 の木             季節 が開かれ る

ひ とつ になつて天地 を結ぶ        小径 の苔が緑 に染 まる

虚空へ虚空へ              天 に伸び る木 は 静かに呼吸 をす る

どこまで も腕 を伸 ばす

何がわた しに訪れて も

全てを許 し 身 を預 けたまま竜の よ うに

全ての もの と共 に 天の声 を問 く血脈の よ うに

見えざる炎の よ うに

(ま つす ぐに天へ そ して地へ
)

うね りなが ら

藤 はむ くを包み  また透過す る      わた しは ここにいて

しか も遠 くに感覚 を伸 ばす

む くは不動               本 当の夢 を見 る

風 をは らみ

聖水 を身 にめ ぐらせ           わた しの中の回廊 を通 り

わた しの本 当の家路 を辿 る悠久の夢 を抱 く

遥かな虚空

藤 とむ くはふたつ なが ら         いのちの生まれた場所一一

沈黙の うちに

日月の光 を享受す る

京 大植 物 園は、北部構 内の神 聖 な森

静止す る時 よ              です O

しか もその瞬間の中で           清浄 な野生の庭園。

そ こには植物たちの、にご りのない
すべてはめ ぐり

生命 を謳 う               透 明な感情 が流れ 、個 々の波動が紡 ぎ

合 わ されて優 しい音楽 となって充満 し

遠い声 と 楽の音一―           ています。

木 になつた 日           光溢れ る草原や秘密 を隠 してい るよ

うな木陰に、 ち らち ら見 え隠れす る幼

霰の よ うに降 り落 ちる藤 の花       子 の幻 は、節子や私 自身 も含 む この森

たちこめる紫 の香 り           の訪 問者 の、心の姿の残像 だったのか

森 に こだます る澄んだ鳥声        も しれ ませ ん。
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夢の大学実験植物 園

湯本貴和

総合地球環境学研究所

春 は眠い。 き ょ うも所長 の長 いお話

を聞いていて、つい うつ らうつ らとし

て しまつた。

―一 ここは夢 の中

たいへんだ ! も う樹木の芽が動 き

始 めてい るのに、まだ調査す る木 を決

めていなかった。や ばい ! ど うしよ

う?

そ うだ ! 大学実験植物園がある。

今年 は、常緑広葉樹 の新 しい枝 の伸び

方 を研 究す るはずだつた。 え― と、で

も樹種 も何 も全然決 めてないぞ。 で も

大学実験植物 園にいけば、近畿か ら西

日本、南 日本一円の主要な樹種がそろつ

てい るはず。 だれ で もが入れ るわけで

もないので、いたず らを され る危険 も

少 ない。 と りあえず、大学実験植物園

にいつてみ る と……。

「大学実験植物 園樹木デー タベース」

クロガネモチ。 う―ん、 この樹種は

なかなか よさそ うだ。大学実験植物園

内で は無線 LANで イ ンターネ ッ トに

接続 で きる。持 つて きた コンピュー タ

で大学実験植物 園のサイ トでみ る と…

…なるほ ど ! 植物園内に 30本 は使

える木 が あ るぞ。「大学 実験植 物 園樹

木デー タベ ー ス」 にア クセ ス し、「ク

ロガネモチ」でデー タを ソー トす る と、

瞬 く間に、それぞれ の胸高直径や樹高

が一覧で き、つ ぎにマ ップで検索 をか

ける とそれぞれ の個体の植物 園での位

置 がす べ て わ か る とい う仕 組 み な の

だ。一昔前までは、 この作業 をす るだ

けで も丸 1日 かかつた とい うのに。

あ と同 じモチ ノキ科 でほかに個体数

が 20以 上の樹種 は ? 常緑 、虫媒、

鳥散布 を兼ね備 えた樹種 では ? 京都

盆地 に 自生があるものは ? こ ういっ

た さま ざまな条件 を入力す る と 「大学

実験植物 園樹木デー タベースJは たち

どころに答 えて くれ る。 また 「大学実

験植物 園画像デー タベー ス」 に リンク

していて、樹木の葉や花 、果実は もち

ろんの こと、新葉や冬芽 、 これ まで観

察 され た葉食者や送粉者 の昆 虫、果実

の散布者 の鳥 まで即座 にみ ることがで

きるのだ。種子や花粉の顕微鏡写真 も

あって、 これ は大学実験植物 園での調

査以外 で も、種子散布 の研究や遺跡 か

ら発掘 され た植物遺体の研究 に、大い

に役 に立ってい る とい う。

ユーザー登録 。調査計画提 出・専 門委

員会 による審査 。事後報告

で も、いまクロガネモチで調査 を し

てい る別 のひ とがい る とお互いに困る

か も しれ ないね。そ うい えば以前 は、

せ っか く調査 していた枝 が、突然、誰



かに別 の研 究 目的で切 られ ちやつたつ

け。あれはへこむよな。文句を言つたつ

て、あ との祭 りだ し。

じゃあ― つ と。 ソー トしたデー タの

「過去 の調査履歴そ して現在進行 中の

調査」の欄 をみてみ ると……ふむふむ、

十年 ほ ど前 に、理学部の学生実習で光

合成 を計 つた記録が ある。 そのデー タ

は 「XX研 究室 に保 管」 とある。 これ

は ボ クの調 査 で も参 考 と して使 え る

な、きつ と。 そ していまは……虫こぶ

の調 査 を して い る昆 虫の 大学 院 生 が

「IlcRo0 10と IlcRo01 1と IkRo012の 3本

を観察 中Jと ある。

ボ クの調査は枝 をマー ク して、長 さ

を計 るだけだか ら、 あんま り影響はで

ない と思 うけ ど、まず は研究計画書 を

作成 しなけれ ば。以前 に 「大学実験植

物園ユーザー登録」 は済ませ てあるか

ら、一か ら入力 しな くて も大丈夫。所

属や指導教官、連絡先 な どはあ らか じ

め登録 して ある。書式 をダ ウンロー ド

して、研究 したい木 の個体番号 と研 究

内容 、研究期 間を書 けばいいのだな。

そのまんま 「大学実験植物園利用届」

に添付 して研究計画書 を植物学教室 に

電子 申請 をす るんだ よね。

この研 究計画書は、植物学教室 を中

心に全学的 に組織 され た専門委員会 に

よって審査 され る。理学部の教員 に限

らず 、また植物だけではな く、昆虫や

鳥、それか ら造園、環境教育の専門家

も含 まれてい る。 い つぽ うで新 しい研
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究計画が 申請 され るたびに 「大学実験

植物 園ユーザー登録」 してい る人たち

の も とには、「新研 究計画 申請 あ りJ

とい うお知 らせが くるんだつけ。現在

進行 中の調査があるユーザー には、新

しい研究計画が 自分 の研究に支障を も

た らすか ど うかチ エ ックできる仕組み

だ。 もし、 自分の研究 に支障 をきたす

と判断 した ら、専門委員会 に意見の 申

し立てができる。

専門委員会では、随時受 け付 けてい

る研 究計画 の案件 についてはメー リン

グ リス トで審議 され るので、希少種 の

採集 とかを含 まず、非破壊的で大学実

験植物園の生物相や環境 に とくに大 き

なイ ンパ ク トを与 えない もの、進行 中

の他 の調査 に悪影響 が及 ばない と判断

できるものは、許可がで るまで 3、 4

日しかかか らない よ。希少種 の採集や

枝 の採取 な ど、破壊 的な ものを含 んで

いて も十分 に環境 に配慮 し、採集 の数

量が理 にかなつた ものな ら、大丈夫。

他 のユーザーか らの クレイム も、専門

委員会で妥 当性 が公正に審議 され る。

計画許可が降 りる と自動的に 「大学実

験植物園樹木デー タベースJの 管理者

にカーボ ンコピーが送 られ るので、「過

去 の調 査 履 歴 そ して現在 進 行 中の調

査Jに記載 され る とい うわけだ。

ただ し、調査終了後は、そのデー タ

の所在 と発表形式 について速や かに報

告す る義務 がある し、論文 をだす とき

に大学実験植物園 を利用 した ことを明
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記 しなけれ ばな らない。 もちろん印刷

された論文は、植物学教室にも一部送 つ

て、保管 して も らうのだ。大学実験植

物園の実績 になるか らね。 この義務 を

果た さず、再三の催促 に も応 じない悪

質なユーザーは、研究 申請がで きな く

なることもあるか ら注意。 また、植物

園内での研 究計画か ら大 き く逸脱 した

行為や 、他 のユーザーの調査 を妨害す

る行為 も当然 、問題 になる。 あま り研

究室 と しての対応 がひ どい と連座制が

適用 されて、その研究室、その指導教

官の もとでの研 究計画がいつ さい受 け

付 け られ ない こともある。 もつ とも、

ここまで悪質なケースは過去に一件あつ

ただけだけ ど。

大学実験植物 園の維持管理・専属園丁

の役割

では天気 もいい し、確認 のためにひ

ととお り、 クロガネモチの本 を見て回

るとす るか。

コアエ リアの入 り口あた り、大学実

験植物園専属 の園丁の Nさ んに挨拶。

「こんにちは。」「や あ、 こんにちは。

き ょ うは何 の調 査 だい ?」 「いや ―、

常緑広葉樹 の新枝 の伸長 を調べ よ うと

思 つて。」「むか しの H先 生 の研 究の

続 きだね ?」 「まあ、そ うい うこ とで

す。」「あそ このあの木 は H先 生 が よ

く調 査 を され ていた よ。」長 らく園丁

を され てい る Nさ ん は、植 物 園 で行

われ て きた研究のすべてをよくご存知

だ。研 究について適切 なア ドバイスを

もら うことも多い。大学実験植物園で

の研 究 を遂行す るにあたつて、欠 くこ

とのできないひ とだ。

基本的 には、 この大学実験植物園の

コアエ リア内では伐採 は もとよ り、剪

定や下草刈 りは行 わない。 しか し、歩

道 の確保 、倒木 の処理 、周辺私有地ヘ

の落葉対策 な どに、最低限の管理 の手

を入れ ることはあ りうる。 この場合 に

は、事前 に専門委員会で よく内容 を検

討 し、適切 と判断 され た作業 を適切 な

方法でお こな う。

基準は、大学実験植物園の生物相や

環境 に大 きなイ ンパ ク トを与 えない こ

と。研 究対象である樹木 な どの生物相

は、大学実験植物園の原資だか らね。

もちろんユーザー登録者 も、管理 につ

いての意見 を専 門委員会で述べ ること

がで きる。専門委員会 はその意見 を検

討 し、根拠 のあるものについてはでき

るだけ取 り上げなければならない。ユー

ザー によつて研究で使 われて こそ、大

学実験植物園の原資 に価値が生まれ る

とい う考 え方だか ら、 これ は当然の こ

とだ。

園丁 さんは植物園の維持管理 に関わ

る作業の担い手であるが、 もちろん専

門委員会 に も出席 して 自分の意見 を言

える。長年 、植物園の生 き物 たち とつ

きあつて得 られ た経験 と知識 に基づ く

見解 は、各専門の先生の考 えを凌 ぐこ

とだ つてある。専門委員会のメンバー
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もそれ は十分 にわきまえていて、要所

要所 で は Nさ んに意 見 を求 め る。 専

属の園丁 さんは、生物相や環境 に大 き

なイ ンパ ク トを与 えない とい う原貝Jを

とて も大 事 に して くだ さつて い るの

で、作業 もきめ細か く丁寧 だ。指示 さ

れた作業 をできるだ け手間をかけずで

きるだ け速 く完了す ることがポ リシー

である外注や外部調達では、 とて もで

きない ことだ。 この春 に若 い新 しい園

丁 さんが採用 されて、Nさ んの技術 と

経 験 を受 け継 ぐこ とに な つた と聞 い

た。 どん な青 年 か 、 楽 しみ だ な。 ヘ

え―、女性 ? またあ とで話 を してみ

よ う。

多様 な研究活動 の展開

Nさ ん と別れて植物園の コアエ リア

に進 む。 鳥 の調査 を してい る K君 に

会 う。「き ょ うは何の鳥がお ったの ?」

「やだな―、ユモ トさん。毎 日の鳥 リ

ス トは『 き ょうの大学実験植物園の鳥』

に即時 にア ップ され てい るで しょう ?

それ見て くだ さい よ。J「 あ―、そや つ

た、そや った。たいがい毎 日誰 かが鳥

の調査 を しとる し、その記録 がたまっ

とるか ら、 この大学実験植物 園は、い

つ どんな渡 り鳥がやってきて、いつ去 っ

てい くかが ちやん とわかつ とる京都 で

も貴重な場所なんよね。そのデータ使 つ

て、渡 りの時期 と木 の実の稔 りぐあい

の関係 を調べ た研 究 もあつたや ん。」

「そ うです よ。そのシステムつ くった

の 、 ユ モ トさん じゃ な い で す か。」

「そ 、そや つた か も。」「鳥 だ け じゃ

な くて、キノコで も訪花昆虫で も、京

都でいちばんデー タがそ ろつてい るの

は こ こだ と大 い ば りで した よ。J「 そ

や。『大学実験植物園キノコデータベ ー

ス』 は I君 と S君 の力作や。 これ まで

大学実験植物園で見 られた子実体は全

部 、出現 した場所 と年月 日、証拠標本

の所在地、それ にキ ノコの同定に よく

使 われ る胞子表面の走査電子顕微鏡 の

写真 、ITS領 域 の DNA配 列 まで入 つ

とんねん。」「そ うで した。それ を使 つ

て新種が記載 され た ことが何回 もあ り

ま したね。 ただキ ノコや昆 虫の よ うに

採れ ばな くなるもの、あるいは植物で

も希少種 については、デー タベース閲

覧にもアクセス制限があつて、ユーザー

登録 の ときに申請 して、専門委員会で

認 定 され るの です ね。」「そや ね ん。

いろんな研究がおんな じ場所 でや られ

とる メ リッ トを活 か さん とい か ん け

ど、それ が悪用 され た ら元 も子 もない

もんな。J

K君 と別れ て しば らく歩 く。

おや ? クロガネモチの IkRo009は

どうも樹勢が よくないぞ。 隣のヤブツ

バ キ には、 え― と、CJa104か 、毛 虫

が大発生 している ! 今回の毛虫はチ ャ

ドクガだ けか。 これ らの情報 は、 さつ

そ く観 察者 と観 察 日を明記 して、「大

学実験植 物園樹木デー タベー ス」の管

理者 に送 らな くつ ちゃ。「大学実験植
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物園樹木デー タベース」は この植物園

の要 として、利用者 が増 えれ ば増 える

ほ ど、新 しい情報が どん どんたまつて

便利 になるんだ よな。利用者 もデー タ

ベースを 自分で使 うだけでな く、なる

べ く他 のひ とに役 に立つ情報 を付 け く

わえな くちゃね。

大学 キャンパ ス内での植物園の位置づ

け

そ ろそ ろお昼休みか。おや 、向 こ う

か らや って くるのは植物園観 察会 のグ

ループだ。 大学 キャンパ ス内にある大

学実験植物 園では、頻繁 に観察会が催

され る。植物 園にい る生 き物 を観 察す

るのが主だが、 ときには俳句や スケ ッ

チの会 もある。春 の早朝 に鳥 の さえず

りを楽 しむ会や 、秋 の夜長 に鳴 く虫の

声を聴 く会 は、 とくに人気が高 く、事

前 申 し込みであつ とい う間に定員 に達

して しま うそ うだ c

大学 はい ろいろな分野の専門家がた

くさんい るので、講師には こと欠かな

い。 同 じものを見ているつ も りでいて

も、専 門に よつて全然視点が違 うとい

うことを発見す るのは、大学 な らでは

刺激的 ともい える体験 だ。 この刺激的

な体験 を多 くのひ とに味わっていただ

く観察会 をお こな う場所 として、大学

実験植物 園は最適 だ。植物園で行 われ

てい る研究成果 を専門外 のひ とに知 っ

て もら ういいチ ャンスで もある。ふだ

んは大学 の教職員 を中心 とす る観察会

だが、年 に何回かは、地域 にお住 まい

のひ とたちを集 めて、特別の催 しをす

る。 この催 しを楽 しみ に していて、毎

回参加 して くだ さる方 も多い と問いて

いる。 これ もベースになっている大学

実験植物園での研 究活動 が充実 してい

るか らだろ う。 また、 こ うした植物 園

の学 内外 の ファンを 日頃か らつ くつて

おいたおかげで、植 物園をつぶ して新

しい建物や駐車場 をつ くろ うとい う計

画が持 ち上がった ときも、 しつか りと

反対 できたんだ よな。 き ょうの観察会

もおな じみの顔 がそ ろつてい るが、 さ

て講師は誰 だったかな ?

夢 か ら醒 めて

「おい、ユモ ト君 、なに寝 てんだ。

君 に言 つて い るん だ よ。」「は― ?

あつ所長 ! え― と、それがヤブツバ

キがです ね ……」。せ っか く、 これ か

らお も しろい研究がいつぱいできそ う

だったのに、起 こされ ちゃつた よ。 こ

んな大学実験植物 園、 どこかになかっ

たっけ ?

※ これ はあ くまで も夢 の話 、フィク

シ ョンなので、現実に存在す る人

物や植 物園 とはい つ さい無関係 で

す。 あ しか らず ご了承 くだ さい。



『古事記のフローラ』と植物園

大月 健

農学部図書室

松本孝芳 さんの労作『古事記のフロー

ラ』 が手許 にある。著者 の松本 さんは

農学部 の教授 で、生物繊維学分野の研

究者 で あ る。『 古事記 の フ ロー ラ』 は

彼 の仕事 とは直接 には関わ らない。「あ

とがき」で 「古事記 に出て くる植物や

それ に関連 した言葉 を探 し、カー ドに

書 き出す事 を始 めたのは、かれ これ三

十数年以上 も前か と思 う。古事記の中

に どの よ うな植物が描 かれ てい るか、

興味を持 ったか らであるJと 松本 さん

は書いてい る。私 には『 古事記』か ら

植物 を発想す る考 えはない。 自然科学

者 だか ら考 え られ るものなのだ ろ う。

『 古事 記 の フ ロー ラ』 の発行 は 2006

年 3月 であ り、その とき松本教授 は定

年退官 を迎 えている。退官記念 の著作

なのである。

農学部総合館 は理学部植物園のす ぐ

前 にあ る。松本 さん もとき どき植物 園

を散策 していた よ うだ。『 古事 記の フ

ロー ラ』 には 75種 類 の植 物 が紹介 さ

れている。その中のタチバナ、サカキ、

テ ィカカヅラ、 ミズメ、マユ ミ、シャ

シャンボ、ニ フ トコ、ハ ンノキの写真
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は植 物園で撮影 され てい る。松本 さん

は大津市に住居 を構 えてい る。だか ら、

古事記 に関わ る植物 も大半が琵琶湖の

周辺 か京都 で探 し出 した ものである。

なかには樹齢 730年 の ビャクシンを求

めて鎌倉建長寺 に出向 き、樹 高 58m

のスギを見に秋 田県二つ井町に、天然

記念物 に指定 されてい る巨木 スダジイ

を撮影す るために鳥取県琴浦町へ と遠

出を してい る。古木 、名木 を知 ると訪

ね て行 か ざる を えな くな った の だ ろ

う。

『 古事記 のフロー ラ』の項 目の構成

は、まず古事記 の文章 を示 し、そ こに

採用 され た植物 を項 目としてあげ、写

真 とその植物の生態や特徴 を記述 して

い くとい うかたちを とつてい るこ例 え

ば、「葦 Jで あ る。 葦 は古事記 のなか

で最初 に出て くる植物である。
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天地初 めて発 け し時、雪夫の原 に成

れ る神 の名 は天之御 中主神 ……

国稚 く浮 き し rの 如 く して、久羅

十永猛易薩角薦鳥等、雪算の如く萌

え騰 る物 に因 りて成れ る神 の名 は、

阜摩患向斯萄薦先書違箱。

葦  アシ イネ科 ヨシ属

葦芽、あ しのめ、世界の温帯、暖帯、

亜寒帯に広 く分布 し、日本各地の湖沼、

川岸 にごく一般的に生 える宿根 草 (多

年草 )。 ……

といった具合である。 これ に琵琶湖

岸 で撮 った葦 の 写真 が載 せ られ て い

る。神 は知 らない。人は水辺 に国 らし

きものを作 つた、 これ は理解 で きる。

葦 はまた、人々の簡素な家 の屋根 を葺

くのに必需 品だつた。

『 古事記 のフロー ラ』 に触発 されて

岩波文庫版『 古事記』 を読み始 めたが

途 中で頓挫 し、いまに至 つてい る。 だ

か ら一概 にはい えないが、神 (人 )は

簡 単 に生 まれ 、神 (人 )は 簡 単 に死 ぬ

とい う、印象 がぬ ぐえない。 それ は、

小気 味いい くらいだ。『 古事記』 が 自

然 のなかの神 (人 )を 前提 として書か

れてい るか らだ ろ う。 同 じ印象 を持 つ

た小説に深沢七郎の『笛吹川』がある。

甲斐の武 田三代 (信 虎・信玄 。勝頼 )

を庶民の視点か ら表現 した作品で、戦
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乱の渦中でおびただ しい生 と死が交叉

す る。『 古事記』 と一脈通ず る何かが

あるのだろ う。

私は京大植物園の観察会に関わつて

いる。松本 さんの『 古事記のフローラ』

を読んで、まず思つたのは京大植物園

に該当す る植物が どの くらいあるのだ

ろ うか とい うことである。 中央に池が

あるので、葦はある。ブナ科のブロッ

クには椎がある。秋にな らなければ分

か らないが曼珠沙華の花 も見た記憶が

ある。先 日見た ら、葛は南向きの塀の

狭 い編み 目か ら顔 を出 していた。 75

項 目の うち、半分近 くはあるのではな

いだろ うか。いま、大石君のブログ「京

大植 物園 today」 を借 りて 「古事記 の

フローラ 植物園編」をや つてみたい

と考 えている。説明文の多 くは、『 古

事記のフローラ』か ら援用 させていた

だ くことになるだろ う。松本 さん、ご

容赦下 さい。
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「京大植物園 花 。樹 。実の地図作 り」

に取 り組 んで

坂本三和

京都大学大学院農学研究科博 士課程

参加者全員で植物 園内の花や樹木や

実の地図を作 る、新 しい形の観 察会 を

名古屋大学博物館 の西 円佐知子 さん と

合同で企画 し、2007年 5月 と 9月 に開

催 しま した。

◇第 50回 観 察会  「京大植 物 園花 と

樹の地図を作 ろ うJ

2007年 5月 17日 (木 )12:05～ 1340

晴れ 参加人数 43人

◇第 54回 観 察会  「京大植 物 園花 と

樹 の地図を作 ろ う Palt ⅡJ

2007年 9月 27日 (本 )12:05～ 13:40

くも り 参加 人数 23人

(各 回の参加人数はスタ ッフも含む )

地図作 りは以下の よ うな流れ で行 い

ま した。 まず、植物 園の 自地図 を模造

紙サイズに印刷 して四つの区画 に切 り

分 け、参加者 とスタ ッフも四班 に分か

れ て 地 図 の一 区画 ず つ を担 当 しま し

た。 この 自地図に、 日をひ く大木や、

花 をつ けてい る草や木 の名 前 を書 き込

み、花 の色 のシール を貼 りつ けていき

ま した。植物 の名前が分か らない とき

は農学研 究科や理学研究科の大学院生

を中心 としたアシスタン トに対応 して

もらいま した。40分 ほ ど後 に集合 し、

各班 が記入 した地図 を一枚の大 きな坂

に貼 り合 わせ ると、京大植物 園全体の

「花 と樹 の地図Jが めでた く完成 しま

した。地図を眺めなが ら、担 当 した区

画の特徴やみ どころを紹介 しま したこ

9月 は同 じや り方で花 と樹 に加 えて

実 も探 しま した。植 物の実は、動物 に

くつ付 いた り、食べ られた り、風 で飛

ば され た りと様 々 な形 で運 ばれ るの

で、 どの タイプなのか、また、地面 に

落 ちた実については親 の木 (母 樹 )か

らどの くらい散 らばつてい るか も調ベ

ま した。全体的には熟 していない緑色

の実が多かったです が、秋 が深 まるに

つれ て どの よ うに変化 してい くのか楽

しみで した。

各国のデー タは後 ロパ ソコンに打 ち

込んで一枚 の地図にま とめ、印刷 して

希望者 に頒布 しま した。2007年 11月

の 「京大植物 園まつ り」の写真展 「京

大植物園の四季 Pai v」 で も展示 し、

地図にある花 。樹 。実の写真 も併せ て

見 られ るよ うに しま した。

地 図作 りの感想 文 には、「いつ もの

観察会 と違 つて少 しとま どったJと い

う声 もあ りま したが、「楽 しか った」

「これ まで漠然 と観 ていた植物 の名前

を知 るこ とができた」 といつた ものが

多 く、概 ね楽 しんでいただけた よ うで

す。私 も参加者 の方 に花の名前 を教 え

ていただ き、周 囲の人たち とのや りと

りが新鮮 で した。 で きれ ば今後 も開催

し、京大植物 園の 自然 を記録す ること

にもつながれ ば と思います 3

14
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「地図をつ くろ う」反省記

西 田佐知子

名 古屋大学博物館

植物 園観 察会では、実に様 々な方が

様 々なテーマでお話 な さってい るのに

驚 きます。「このまま何年 も続 けてい

けた らす ごいけれ ど、ネ タが尽 きない

のかなあ」 と心配 した りも していま し

た。そ こでいつそ、みんなで調べ るイ

ベ ン トを始 めては ど うだろ うと提案 し

た のが 、 2007年 春 と秋 の 「花 と実 の

地図作 り」で した。

自分 の 日と足で どんな植物 が どこに

あるのか を探す ことは、植物 園 を 自分

に とつて特別 な場所 にす る大 きなきっ

かけになる と思います。 自分で見つ け

た花や 実の鮮や かな印象 が、紙面の地

図に点 を落 とす だけでな く、心の中の

「植物 園の思い出の地図Jに 、灯 りの

よ うな点 を落 として くれ るに違 いあ り

ませ ん。

こん な わ けで始 め た 地 図 作 り。 第

二段の秋 は、スタッフ側 もなれ て作業

も順調 に進み、素敵な地図がで きあが

りま した。会の終盤 には院生 に植物園

にまつわ る野鳥 と実の話 まで していた

だき、手前味噌ですが、充実 した会に

なった と満足 した もので した。

では、本 当に この企画が よかつたの

か。実 は、私 は少 し不安 です。 とい う
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の も、秋 は春 に比べ、参加者 が激減 し

たか らです。参加者 よ リスタ ッフの方

が多い くらいで した。春 の会 を 「す ご

く楽 しか つた !Jと 言 つて くだ さった

方 もあつたのに、なぜ秋 の参加者 が少

なかったのだろ う。

憶測 です が、参加者 が求めてい るの

は、や は り「講師か ら新 しい話 を聞 くJ

ことなのではないかな、 とい うことで

す。今回は院生のお話をあ らか じめ宣

伝 していなか ったのが残念で した。「地

図つ く りJの 楽 しさは、 自分の足 と目

で 調 べ る ところ に あ る よ うに思 い ま

す。 そ こか ら何 を考 えるかは 自分次第

です。 そ うい う意味では、 この会の楽

しさはいつ もの会の楽 しさとは別 の方

向にあ り、それ を、参加者 の方々はあ

ま り求 めていないのか もしれ ませ ん。

そ う考 える と、地図つ くりの楽 しさも

知 って もらいたいけれ ど、同時 に軽 い

話題提供 も最初か ら宣伝 して、いつ も

の 「学ぶ楽 しさ」 も期待 して もらえる

よ う工夫 してお くべ きだつたのかな、

とも思います。

三度 目の参加者 が少 なかった原 因は

分か らず じまいです。 しつ こくも う一

度 「地図つ く り」 を企画すれ ば分かる

か も しれ ませ ん。 で も、熱心なス タッ

フの方 々の ことを思 うと、参加 ノ、数が

あ らか じめ期待で きるよ う、今後の「地

図つ くり」は少 々工夫の余地 あ りだ と、

反省 しき りです。
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生態植物園探訪①

フランス国立自然史博物館付属

パ リ植物園生態園

大石 高典

京都大学 こころの未来研究セ ンター

京 都 大 学 理 学 部植 物 園 (京 大植 物

園)の 特徴の一つは、大正 12年 (1923

年 )の創設以来 の 「生態植物園Jと い

う植生 の維持管理の考 え方 です。それ

は、標本展示 を 目的 とした見本 園や栽

培園 とは異 なる とされ (理 学部植物園

沿革 )、 自然 生態 系 に近づ けた粗放的

な、か とい って完全 な放任 で もない よ

うな、微妙 な手加減 の管理 を特徴 とし

ます 。 そ の結 果 、外 部 か ら風 や 鳥 に

よつて散布 された 自然植 生 と、研究者

によつて植 え られた人為植 生の入 り混

じった 「擬 似 自然」 (湯 本 、 2004)と

呼ばれ るよ うな不思議 な景観 が出来上

が って い ます 。 1973年 に行 われ た植

生調査では、園内の樹冠面積 の 8割 以

上がエ ノキや ム クな ど自然植 生 になっ

ていたため (Hatakeyama et al.1973)、

これ らの樹木の除伐 が行 われ ま した。

どこまで人 の手 を入れ るか、は この よ

うな歴 史 を持つ 「生態植物 園」 の管理

の上では大 きな問題 です。大学人や市

民に心 の安 らぎを与 えるだけでな く、

「 (生 態 園 とい う)場 を利 用 して どの

よ うな研究があ り得 るのか、具体的な

研 究 計 画 が策 定 され る こ とが望 ま し

い」 (岩 槻 、2004)と い う指摘 を踏 ま

えれ ば、 この植 物園のなにを生か した

研 究がで きるのか、が問われ なけれ ば

な らないで しょ う。

さて、生態植物園は、京大植物園だ

けに しかないか とい うと、そんな こと

はな く、 日本 に も名 前がついてい るだ

けで少 な くとも 5件以上、世界 に 目を

向けれ ば さらに多 くの生態 園があ りま

す。 そ して、一 口に 「生態植 物園」 と

い つて も、様 々な考 え方や実態がある

はずです。そ こで、 この コーナーでは、

日本や世界 の様 々な生態植物 園の現状

を比 較 検 討 す る 中 か ら、「生 態植 物

園」の意義や可能性 、問題点 を考 えて

い きたい と思います。今回は、まず京

都 と同 じよ うに歴史 をもつ古い都市の

中に位 置 し、また博物学 と深 く関わ り

を持 って発展 してきたフランスのパ リ

植物園の生態園を ご紹介 します。

パ リ植物園 (Jardin des Plantes,Mus6um

National d'Histoire Natutelle;フ ランス国

立 自然史博物館付属パ リ植物園)は 、

セーヌ河 のほ と りにある西 ヨー ロッパ

屈 指 の植 物 園 です 。 歴 史 的 に も、 17

世紀 に ビュフォンによって設立 され、

この植物園 と標本庫 を基盤 に 自然史博

物館 が育 ってきた とい う歴史があ りま

す。 ま さにフランスのナチ ュラル・ ヒ

ス トリーの牽引役 としての役割 を果 た

して きた と言 えます。総面積 28haの

大 きな敷地 には、動物園が併設 され、

大温室や広大な見本 園があ り、植物学

校 (Ecolc de botaniqtle)で は、一般対象の

分類 見本 園が広がっています。 中央 の

フランス庭 園周辺 では、ジ ョギングを



した り、ピクニ ックをす る市民の姿が

み られます。大都市パ リの文教地域に

あって、公園 としての側面 と、社会教

育の側面、そ して研究教育利用の側面

を併せ持つた広大なパ リ植物園の一角

に、小 さな生態園(Jardin 6c01ogiquc)が

あ ります。 わずか 0 8ha(京 大植物園

は現在 1 2ha)に 過 ぎない小面積では

あ りますが、ここでは、研究者 。関係

者以外の立ち入 りを完全に禁止 して、

い くつかの野外実験が行われていま し

た。その うちのいくつかは、次のよう

なものです。

①パ リ盆地の在来植生の復元実験。

②様々な強度の草刈 り試験区による、

草本群落への家畜のグレイジング効

果の検証。

③空 き地 区へ の植物 の侵入 。定着 に

関す る実験。

生態 園の責任者 のフィ リップ・バ レ

(Philippe BaF6)さ んに よれ ば、フランス

国立 自然史博物館 の生態植物 園の面積

は、8200」 (0.82ha)で 、1936年に、Piclrc

Allorgc博 士 によつて創設 され ま した。

1960年 か ら、研 究 の た め に全 て の訪

問客 に原則入園禁上 に してお り (訪 問

者 に よる撹 乱 を防 ぐた め )、 生態 園の

管理 は、園丁 2人 が、多分野の研究者

と協力 しなが ら行 つてい る との ことで

す。主た る研 究利用 は、顕花植物の研

究者 の ほか、若手の昆虫研究者や鳥類

研 究者 、小型哺乳類 の研究者 に よる動

植物 の生態学的相互作用 に関す るもの

が多い、 との ことで した。環境 問題 の

一つ として、都市の生物多様性 への関
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心が高まる中で、市民への展示・啓蒙

が中心のパ リ植物園全体にお ける生態

園の研 究 。実践上の重要性 は増 してき

てい る、 との ことで した。

結果 としての 自然生態園 と、意図 さ

れ た生態植物 園 とい う違いはあ ります

が、研究室 に程近い生態植物 園の利用

法・方向性 として、パ リ植物 園のや り

方 (明 確 な研 究 目的の もとに、 メ リハ

リをつ けた維持管理 をす ると同時 に、

若手研究者 が安心 して身近な実験・観

察の場 として使 えるよ うに してい る )

は、京大植物園のあるべ き今後 のあ り

方 に も参考になる事例だ と言 えそ うで

す。
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注 :Pにrc Allorgcフ ランスの植物学者 、

生物地理学者 (故 人 )。 フランス国内や

マダガスカル な ど旧フランス領植 民地

博物学者 Jussたuフ ァミリーの 一員によつて
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生態園の看板 :研 究を展示す る空間 として、

他の区域 とは異な り、一般市民の立ち入 りは

禁 じられている。
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にて植 物 相 の研 究 を行 つた。 主 著 に

Lcs associations v6g6talcs duヽ ″cxin fran9ais

Univcrsit6 dc Parisな ど。

パ リ植物園生態園の風景

生 態 園 の周 囲 に掛 け られ た十 数 枚 の パ ネ
ル に よ り、生 態 国 の意 義 や 試 験 の 意 図 が 、
詳 し く説 明 され て い る。



ゆ く の ま 2重 ′テイ  2θθθ.θ

第

四

回

『
京

人

植

物

園

便

り

』

《
夢

の

森

へ

》

和

秀

☆

懐

か

し

い

場

所

人

に

は

そ

れ

ぞ

れ

、

そ

の

人

生

に

於

い

て

《
懐

か

し

い

場

所

》

が

、

幾

つ

か

有

る

の

で

は

な

い

で

せ

う

か

。

過

去

。

現

在

・

未

来

の

時

の

流

れ

の

中

で

、

そ

こ

は

か

と

な

く

朧

で

、

夢

の

や

う

に

は

か

な

い

場

所

。

す

み

れ

の

花

の

匂

ひ

が

微

か

に

漂

ふ

、

明

日

へ

の

足

ひ

出

。

〈
過

去

〉

地

上

と

は

具

い

出

な

ら

ず

や

イ

ナ

ガ

キ

　

タ

ル

ホ

懐

か

し

い

場

所

は

、

ス

が

柔

道

の

稽

昔

で

膝

を

痛

め

て

入

院

し

て

居

た

、

「
警

察

病

院

」

の

ビ

ル

の

星

上

で

の

記

憶

。

大

阪

の

下

町

を

見

下

ろ

す

事

の

出

来

る

そ

の

星

上

で

、

物

千

し

竿

に

掛

け

ら

れ

て

ゐ

た

白

衣

や

綴

帯

が

、

春

風

に

ゆ

る

や

か

に

揺

れ

て

暑

た

。

通

天

閣

の

特

徴

の

あ

る

塔

を

、

母

と

幼

い

自

分

は

西

に

預

く

陽

と

共

に

、

示

い

聞

や

る

せ

な

く

無

言

で

見

詰

め

て

暑

た

や

う

な

気

が

す

る

。

そ

し

て

若

い

母

は

何

気

な

く

憧

ひ

出

し

た

や

う

に

、

や

を

ら

唄

を

回

ず

さ

ん

だ

。

♪

テ

く

咲

く

花
　
　
斉

い

花

こ

の

せ

に

咲

く

花

　

数

々

あ

れ

ど

涙

に

ぬ

れ

て

　

つ

ぼ

み

の

ま

ま

に

散

る

は

乙

女

の

　

初

変

の

花

『
こ

の

世

の

花

』

作

詞

　

西

千

へ

十

唱
¨
　

島

倉

千

代

子

〈
現

在

〉

自

分

は

か

う

し

て

約

十

二

年

前

よ

り

、

東

大

植

物

園

の

園

丁

と

し

て

働

か

せ

て

頂

き

、

現

在

に

三

っ

て

居

ま

す

。

京

都

市

左

常

区

百

菖

遍

東

の

街

中

に

、

ひ

っ

そ

り

と

行

む

こ

の

小

さ

な

森

ｔ

、

と

て

ｔ

懐

か

し

く

大

切

な

場

所

と

な

り

ま

し

た

。

出

来

る

限

り

人

為

的

に

手

を

カロ

ヘ

る

事

な

く

、

自

然

の

ま

ま

に

維

持

す

る

事

。

生

襲

植

物

園

と

し

て

の

役

割

を

、

へ

十

二

年

間

に

渉

り

続

け

て

来

ら

れ

た

の

は

、

こ

の

場

所

を

利

用

し

て

の

様

々

な

研

究

や

調

査

・

実

験

と

、

多

く

の

人

々

の

努

力

の

賜

物

に

連

ひ

あ

り

ま

せ

ん

。

今

は

初

夏

、

迪

に

は

営

が

飛

び

夫

ひ

、

か

は

づ

連

の

合

唱

ｔ

耽

こ

へ

て

来

ま

す

。

あ

ぢ

さ

ゐ

、

の

り

う

つ

ぎ

。

が

く

あ

ぢ

さ

ゐ

の

花

々

が

、

市

に

濡

れ

て

揺

れ

て

ゐ

る

。

〈
未

来

〉

馬

は

そ

の

死

後

ど

う

な

る

か

…

…

。

九

の

馬

に

な

る

に

去

っ

て

い

る

。イ

ナ

ガ

キ

　

タ

ル

ホ

園

Ｔ

中

島
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